
指定管理者総合評価シート

１　基本情報

施設名称 千葉市男女共同参画センター

条例上の設置目的

　センターの施設の各機能を十分に生かした幅広い男女共同参画推進のための事業展
開の実現

千葉市ハーモニープラザ管理運営共同事業体

社会福祉法人　千葉市社会福祉事業団
構成団体
（共同事業体の場合）

社会福祉法人　千葉市社会福祉協議会

公益財団法人　千葉市文化振興財団

（評価対象期間　平成２９年４月１日～平成３１年３月３１日）

２　成果指標等の推移

・千葉市男女共同参画ハーモニー条例に基づき、男女がお互いの人権を尊重し、責任
を分かち合い、性別にかかわりなく、その個性と能力を十分に発揮できる社会を目指
すこと。
・本市の男女共同参画施策を推進するための拠点施設として、市民及び事業者の男女
共同参画社会の形成に関する取組みを支援すること。

　千葉市ハーモニープラザの設置目的は、千葉市ハーモニープラザ設置管理条例（平
成１１年千葉市条例第３３号）第１条において、「社会福祉の増進及び男女共同参画
社会の形成の促進を図るため、市民の自主的な活動及び交流の場を提供するととも
に、各種の事業を行う施設」と規定しており、男女共同参画センターは「男女共同参
画社会の形成の促進」を担っている。

　男女共同参画社会の実現に向け、調査・研究事業、情報収集提供事業、相談事業、
研修・学習事業、交流啓発事業を実施すること。

制度導入により見込まれる
効果

8割9分5厘 8割8分8厘

72,400人 62,401人 67,401人

数値目標※
増加（前年度比
１％以上）
（前年度比）

増加（前年度比
１％以上）
（前年度比）

増加（前年度比
１％以上）
（前年度比）

93.6%（94.6％）

実績値

「満足」８割以上
（７割以上）

（２）施設利用者数（成果指標２）

ビジョン
（施設の目的・目指すべき方向性）

ミッション
（施設の社会的使命や役割）

指定期間

所管課

平成３０年４月１日～令和２年３月３１日（２年）

市民局生活文化スポーツ部男女共同参画課

指定管理者名

平成２９年度 平成３０年度 平均

実績値

数値目標※

8割9分2厘

「満足」８割以上
（７割以上）

「満足」７割以上

（１）講座の受講者アンケートにおける満足度（成果指標１）

達成率 101.9%（102.9％） 85.3%（86.2％）

111.9%（127.9％） 126.9% 111.5％（127.4％）

平成２９年度 平成３０年度 平均

達成率
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合計

（単位：千円）

指　標 平成２９年度 平成３０年度

（３）成果指標以外の利用状況を示す指標

23,994

0

0
その他

支　出

収　支

平成３０年度平成２９年度 合計

３　収支状況の推移

※　数値目標は選定時に設定した数値であり、市設定の数値を上回る目標を指定管理者が設定している場合、市設
定の数値は括弧書きで表している。

129,702

127,252 129,702

256,954

256,954

10,790

11,636 12,358

140,492

22,666

138,888 142,060

279,620

280,948

必
須
業
務

収
入

実績

計画

実績

計画

実績

計画

139,128

11,876

127,252

実績

計画

実績

計画

実績

指定管理料

利用料金

合　計

1,246

2,277

2,540

136,886 134,321

138,888 142,060

271,207

280,948

1,252 1,288

8,413

661

1,153 1,124

333 328

△ 820 △ 796

2,242 6,171

622 624自
主
事
業

収　入

支　出

収　支

実績

計画

実績

計画

実績

139,461 140,820

138,039 135,445

実績

利益還元の内容 ― ―

総収入

1,422 5,375

利益の還元額 実績

△ 1,616

280,281

273,484

6,797

0 0

総収支

総支出

実績

実績
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Ｃ ・事務費見直しや働き方改革推進などを積極的に行
い、施設管理経費縮減へ寄与した。

（１）人的組織体制の充実

（２）施設の維持管理業務

Ｃ
・シフト制により適正な人員で業務を行っている。
・各種研修等に積極的に出席し、能力の向上に努めて
いる。
・欠員が出た場合、速やかに人員確保を行っている。

５　施設の効用の発揮

（１）幅広い施設利用の確保

（２）利用者サービスの充実

（３）施設における事業の実施

Ｃ

・開館時間・休館日・利用料金設定などを提案どおり
適正に履行している。
・チラシについて、近隣施設へ配架・講座テーマに関
係する団体等への配付をし、また出張講座を積極的に
行い、利用促進に努めている。

Ｃ

Ｃ ・施設の状態を常時把握し、設備異常などの早期発見
に努めており、評価できる。

・提案どおりの内容を確実に履行しており、適正に業
務が行われていたと評価できる。

２　市の施設管理経費縮減への寄与

３　市民の平等利用の確保・施設の適正管理

４　施設管理能力

Ｃ

４　管理運営状況の総合評価

・市内業者の育成や障害者雇用の確保などについて、
配慮した管理運営が行われている。

総合
評価 Ｃ

６　その他
（市内業者の育成、市内雇用の配慮、障害者
雇用の確保、施設職員の雇用の安定化への配
慮）

Ｃ

【評価の内容】
　Ａ：事業計画書等に定める水準や市の指定管理者に対する期待を大きく上回る、特に優れた管理運営が行われていた。
　Ｂ：事業計画書等に定める水準や市の指定管理者に対する期待を上回る、優れた管理運営が行われていた。
　Ｃ：概ね事業計画書等に定める水準や市の指定管理者に対する期待どおりに管理運営が行われていた。
　Ｄ：事業計画書等に定める水準や市の指定管理者に対する期待に満たない管理運営が行われていた。
　Ｅ：事業計画書等に定める水準や市の指定管理者に対する期待に、大きく満たない管理運営が行われていた。

・利用者への支援について、提案どおりの内容を確実
に履行している。
・利用者アンケートの集計結果において課題があれ
ば、ミーティングの場で改善策を検討するなど、利用
者サービスの充実に努めている。

Ｃ
・出張講座を積極的に行うなど、男女共同参画セン
ター事業の周知・内容の充実に努めている。また、研
修・学習事業以外の事業についても提案・計画どおり
適正に実施している。

１　成果指標の目標達成 Ｃ

・アンケートにおける満足度では、数値目標を達成してお
り、前回指定期間に引き続き高い水準を維持している。ま
た、施設利用者数では、平成２９年度は指定管理者設定の数
値目標と市設定の数値目標を共に達成したが、平成３０年度
は指定管理者設定の数値目標と市設定の数値目標を共に下回
る結果となった。

評価項目 評　価 評価の具体的内容・理由
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・市民サービスに支障が出ないように関係機関の連携を密にする等、協力体制の構築に努めていただきたい。
・相談業務については、充実しており評価できる。引き続き専門性を担保し、利用者に信頼されるよう運営に努め
ていただきたい。

特になし。

・センターの諸室を使い、女性のための起業準備講座・男性のための介護講座・ＬＧＢＴに関する講座・防災ワー
クショップなど、幅広い分野の講座を実施、また、出張講座として、若者のためのＤＶ予防講座などを実施しセン
ターの施設以外の場でも学習の機会を提供し、有効的な男女共同参画推進事業を行うことができた。
・研修・学習事業（講座など）以外の事業についても、安定した管理運営を行うことができた。

（１）指定管理者制度導入効果の検証

○

当初の見込みを上回る効果が達成できた。

当初見込んでいた効果が概ね達成できた。

当初見込んでいた効果は達成できなかった。

（上記判断の理由や具体的内容・達成できなかった場合の原因）

（２）指定管理者制度運用における課題・問題点

（３）指定管理者制度継続の検討

○ 指定管理者制度を継続する。

施設管理手法の見直しを検討する。

５　総合評価を踏まえた検討

既に施設管理手法の見直しを決定している。

（４）保健福祉局指定管理者選定評価委員会の意見
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